
■まちづくりの重点課題について 

１）子育て・教育分野 

時代の潮流、社会情勢の変化 

から見た課題 

団体アンケートによる課題

（R6.4～5） 

総合計画審議会 審議員アンケ

ートによる課題（R6.5～6） 

市民ワークショップによる課題

（R5.10～R6.3） 

市民からの意見・提言による

課題（R6.5～6） 

市民意識調査・高校生アンケ

ート調査による課題（R5.8） 
課別課題（R5.12～R6.5） 

１．人口減少と少子高齢化の進行 

➢ 学校の統廃合や学級縮小 

➢ 教育機会格差の拡大 

➢ 教育環境の整備 

 

２．安全・安心に対する意識の高まり 

➢ 教育現場の安全確保の推進 

➢ いじめの防止、不登校児童生

徒への対応 

 

３．持続可能な社会の構築 

➢ 教職員の働き方改革の推進 

➢ 子どもの貧困への対応 

 

４．デジタル化の進展 

➢ デジタル・シティズンシップ

教育の推進 

➢ 教育のＩＣＴ化 

 

５．グローバル化の進展 

➢ 次世代に求められる資質や能

力の変化に対応した教育の推

進 

 

６．ライフスタイルや価値観の多様化 

➢ 仕事と子育ての両立支援 

➢ 子育ての負担や不安感の増加 

➢ 地域ぐるみで子どもを育むこ

とができる環境づくり 

➢ 子どもの居場所づくり 

➢ 保育ニーズの多様化 

 

７．厳しさを増す地方財政 

 

８．経済情勢の変化 

 

➢ 休日を過ごせる、箱もの

ではない文化的なもの

があれば良いと感じる 

 

➢ 保育分野の人材不足 

 

➢ 幼保小の連携接続が不

足している 

 

➢ 発達に課題を抱える子

どもたちが増加してい

る 

 

➢ 虐待件数が増加してい

る 

 

➢ 父親の育児参加の推奨

を今以上に行う必要が

あると思う 

 

➢ 市として音楽文化の取

り組みが不足している。

関心を持って無いと感

じる 

 

➢ 高校生だけではなく、小

中学校の頃から郷土愛

の醸成を図る必要があ

る 

 

➢ 図書館や文化施設など

を新設し、文化力を高め

ると同時に、キャリア教

育の推進を図るべき 

 

➢ 子育て世帯が必要とす

る情報が取りやすいシ

ステムづくりや市内の

育児情報（育児サーク

ル、親の会など）が網羅

できる場の作成 

➢ 市内に高校卒業後の進

学先がない 

 

➢ 教育的な外部活動（芸

術、音楽、スポーツ）が

少ない 

 

➢ 娯楽施設が少ないので

子どもや学生が過ごし

にくい 

 

➢ 保育園が不足している 

 

➢ 文化施設が少ない 

 

➢ 勉強できる場所が少な

い 

 

➢ 子どもが遊ぶ場所が少

ない 

➢ 他の市町村に比べて子

育て支援が全然ない。子

育て応援手当、出産、入

学応援手当など他の市

町村は色んな手当があ

る 

 

➢ 子どもが遊べるパーク

のような所が欲しい 

 

➢ 遊びランドみたいな全

天候型公園が県北には

ない 

 

➢ 複合型支援センターで

室内遊び場を作ってほ

しい 

 

➢ 進学する子どもが選ぶ

教育（市外・私立への進

学の増加）の補助が必要

では 

 

➢ 学ぶ市民を助け、生涯学

習を充実してほしい（幅

広く支援してほしい） 

 

➢ 年間を通して子どもが

遊べる場所がない 

➢ 子ども達がやってみた

いことを試せる場所を

たくさん作ってほしい 

 

➢ 人が集まるように図書

館を複合施設にしてほ

しい 

 

➢ 公園、図書館、学校など、

特に子どもが育つ過程

で重要な施設の建設や

整備を重視してほしい 

 

➢ 市内の杜寺や史跡の情

報を調べやすくしてほ

しい 

 

➢ 東郷地域に放課後児童

クラブがない 

 

➢ 駐車場のある公園、プー

ルなどを充実させ、子育

てしやすいまちにして

ほしい 

 

➢ 子育て支援をもっと充

実させてほしい。市民に

十分周知されていない 

 

➢ 市内の塾や習い事をホ

ームページに掲載して

ほしい(塾や習い事につ

いて知る方法が少ない) 

 

【こども課】 

➢ 保育士の事務負担の増加による

離職、保育士不足により運営に

支障が生じている施設がある 

➢ 放課後児童クラブ開設について

各学校の余裕教室が不足 

➢ 県から市へ泣き声通告、面前Ｄ

Ｖ事案のケース送致が開始さ

れ、児童虐待の受理件数が増加 

➢ 子どもの貧困解消に向けた民間

支援が広がる中、活動持続の体

制確保や地域間での偏在が課題 

【教育総務課】 

➢ 美々津伝建地区で地域活性化や

空き家など後継者不足が課題 

【学校教育課】 

➢ 小児生活習慣病の要管理・要観

察・要指導と判定された児童生

徒割合が増加傾向となっている 

➢ 不登校の児童生徒が増加傾向、

要因の多様化、複雑化 

➢ 特別支援学級や通級指導教室の

在籍児童生徒が増加 

【生涯学習課】 

➢ 放送大学の学生数が年々減少傾

向にある 

➢ 地域の大人と子どもが一緒に活

動を行う「地域教育力活性化推

進事業」の申請団体の固定化、件

数の横ばいが続いている 

【スポーツ・文化振興課】 

➢ 市美展等の芸術文化事業で参加

者の固定化、閲覧者数伸び悩み 

【図書館】 

➢ コロナ禍以降、離れた利用者が

戻っていない 
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■まちづくりの重点課題について 

２）健康・福祉分野 

時代の潮流、社会情勢の変化 

から見た課題 

団体アンケートによる課題

（R6.4～5） 

総合計画審議会 審議員アンケ

ートによる課題（R6.5～） 

市民ワークショップによる課題

（R5.10～R6.3） 

市民からの意見・提言による

課題（R6.5～6） 

市民意識調査・高校生アンケ

ート調査による課題（R5.8） 
課別課題（R5.12～R6.5） 

１．人口減少と少子高齢化の進行 

➢ 超高齢社会への対応 

➢ 地域共生社会の推進 

➢ 健康寿命の延伸 

➢ 医療体制の充実 

 

２．安全・安心に対する意識の高まり 

➢ 新たな感染症の蔓延 

➢ バリアフリーの推進 

➢ 障害福祉サービスの充実 

 

３．持続可能な社会の構築 

➢ 高齢者の生活支援と介護予

防 

➢ 介護者の負担軽減 

➢ 介護保険制度の安定運営 

 

４．デジタル化の進展 

➢ スマート介護の推進 

➢ ＩＣＴを活用したコミュニ

ケーション支援 

 

５．グローバル化の進展 

 

６．ライフスタイルや価値観の多様化 

➢ 生活習慣病や認知症、心の病

気などが増加 

➢ 高齢者、障がい者の社会参加 

➢ 地域の福祉力向上 

 

７．厳しさを増す地方財政 

➢ 社会保障関係費の増大 

 

８．経済情勢の変化 

 

➢ 医療や介護に係る社会

保障費を抑制してほし

い 

 

➢ 子どもからおとなまで

市民が生涯をできるだ

け健康に暮らしていく

ためにも、スポーツが寄

与できる部分は大きい

と感じる 

 

➢ 子育て世帯にとっては、

病児保育が充実すると

安心 

 ➢ 医師不足 

 

➢ 市内に産科が１つしか

ない 

 

➢ 出産できる病院が限ら

れる 

 

➢ 病院が少なくて混雑し

ている 

 

➢ 小児科が少ない 

 

➢ 高齢者の移動手段が不

足している 

 ➢ 全国的に子どもや若い

世代の支援が手厚くな

るのは理解するが、高齢

者にはこれといった対

策はあまり感じられな

い。あらゆる世代が納得

のいく対策をしてほし

い 

 

➢ 都市圏よりも健康な高

齢者が多いと思うので

医療や介護に力を入れ

たほうが良いと思う 

 

➢ 低年金者への対策が必

要 

 

➢ 障がい者が出かけやす

い場所をもっと多く作

ってほしい 

【健康増進課】 

➢ 医師の高齢化、医師少数

県である宮崎県の中で

も特に医師の数が少な

いため、かかりつけ医の

不足が懸念される 

➢ 令和６年から医師に対

しても働き方改革が適

用され、医療現場で必要

とされる医師の数が現

在より多く見込まれる

など、これまで以上に医

療人材の確保が困難 

➢ 特定健康診査受診率は、

微増傾向にあるが目標

値に達しておらず、特に 

40～50 歳代の受診率が

低い 

【高齢者あんしん課】 

➢ 高齢者の介護予防に関

するボランティア人材

の確保と育成が課題 

➢ 介護サービス事業所の

人材が不足している 

【福祉課】 

➢ 手話奉仕員養成講座の

受講申込者数、市民手話

講習会の開催数減少が

顕著 
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■まちづくりの重点課題について 

３）産業・交流分野 

時代の潮流、社会情勢の変化 

から見た課題 

団体アンケートによる課題

（R6.4～5） 

総合計画審議会 審議員アンケ

ートによる課題（R6.5～） 

市民ワークショップによる課題

（R5.10～R6.3） 

市民からの意見・提言による

課題（R6.5～6） 

市民意識調査・高校生アンケ

ート調査による課題（R5.8） 
課別課題（R5.12～R6.5） 

１．人口減少と少子高齢化の進行 

➢ 事業承継問題 

➢ 若者人材の確保 

➢ １次産業の担い手育成 

 

２．安全・安心に対する意識の高まり 

➢ 安全で安心な農畜産物の供

給 

➢ 安全で良質な水産物の供給 

 

３．持続可能な社会の構築 

➢ 安定した雇用の確保 

➢ 滞在型観光の推進 

 

４．デジタル化の進展 

➢ あらゆる産業のスマート化

への支援(中小企業支援) 

➢ スマート農林水産業の促進 

➢ デジタル技術の導入による

働き方改革の促進 

 

５．グローバル化の進展 

➢ 経営基盤の安定化 

➢ インバウンド誘客への対応 

➢ 物価高騰への対策 

➢ 国際的な都市間競争 

 

６．ライフスタイルや価値観の多様化 

➢ 地域への愛着や誇りの醸成 

➢ 働き方の多様化 

 

７．厳しさを増す地方財政 

 

８．経済情勢の変化 

➢ 生産性向上と労働環境整備 

➢ 多様な働き方の実現 

➢ 労働者の人材不足 

➢ 市内だけでは労働者が確保

できず、外国人を登用して

いる 

➢ 経営を担える人材の確保 

➢ 高校生の地元定着 

➢ コロナ禍によりスポーツ人

口が減少し、子どもの体力

が低下している 

➢ スポーツ指導者の確保と育

成 

➢ 各競技団体役員や会員の高

齢化により競技団体の存続

が危惧される 

➢ 児童数の減少によりスポー

ツ少年団数が減少し今後の

存続が課題 

➢ 部活動の地域移行化に伴う

受け入れ体制の構築                      

➢ スポーツ施設の老朽化、広

さ・設備不足等により大会

運営が困難 

➢ 子どもから大人まで市民が

生涯をできるだけ健康に暮

らしていくためにも、スポ

ーツが寄与できる部分は大

きいと感じる 

➢ 体育センターの床の状態が

悪い 

➢ 日向市の魅力発信不足。若

手人材の教育、発掘 

➢ 観光は景色や食べ物だけで

なく、「触れ合い」が観光化

できないか 

➢ 「『稼ぐ自治体へ』ふる

さと納税徹底強化」に注

力するという点で「地域

商社」の設立を選択肢の

一つに挙げてはどうか 

 

➢ 市内の子どもたちの地

元就職等の促進が必要 

 

➢ 市内の子どもたちが高

校や大学への進学、就職

を機会に転出し、戻って

こない現状を改善する

ことが急務ではないか 

 

➢ 小規模事業者の事業継

続に向けた支援、効果的

な地域振興策による地

域活性化が課題 

 

➢ 商工行政において地域

の現状に即した即効性

のある施策が求められ

ている 

 

➢ 創業支援の予算拡充 

➢ 学校卒業後の就職先が

ない 

 

➢ 学生が社会的な経験を

積む機会が少ない 

 

➢ 賃金が低い 

 

➢ 自然環境は他の市町村

と比べて素晴らしいが、

産業化につながってい

ない 

 

➢ プロ野球球団のキャン

プができる施設がほし

い 

 

➢ サーフタウンなのに地

元のサーフィン人口が

少ない 

 

➢ 産業・工業振興を図り、

高校卒業後の就職先を

確保してほしい 

 

➢ 市内でイベント開催が

多いが参加する市民が

少ない 

 

➢ ホテルなどの観光客向

けの宿泊施設が少ない 

 

➢ 観光スポットを活かし

た他県への宣伝が足り

ない 

 

➢ 市を発展、アピールする

上で道の駅を有効活用

してほしい 

➢ 子どもがバスケットの

できるところが少なく、

雨の日の活動が限られ

る 

 

➢ 就職先が少ないので都

会に行ってしまう 

 

➢ 特徴ある魅力を引き出

せる産業育成。自然豊か

な地形を利用した観光

イベントの充実 

 

➢ サイクリング、トライア

スロンなどのスポーツ

イベントがない 

【商工港湾課】 

➢ 深刻な人材不足、最低賃金上昇、

物価高騰により収益悪化してい

る事業者が増加 

➢ 新たな工業用地の確保 

➢ RORO船の関東航路休止など貨物

量集荷が課題 

➢ コンテナ蔵置施設の老朽化、船

舶の大型化にガントリークレー

ンが対応できていないなど、施

設の維持管理・更新が遅れてお

り、要望が上がっている 

【観光交流課】 

➢ 市内観光入込客数がコロナ禍前

の水準に回復していない 

➢ サッカー等の新たなスポーツキ

ャンプ誘致の検討 

【スポーツ・文化振興課】 

➢ 日向ひょっとこマラソン大会の

参加者減少 

➢ 国スポ・障スポ大会で、現有施設

の状態で運営に支障をきたすと

ころもある 

➢ お倉ヶ浜総合公園、大王谷運動

公園の大規模改修が未実施 

【農業畜産課】 

➢ 就農相談件数や新規就農者が減

少傾向、荒廃農地が増加傾向 

➢ 燃油や資材、物流コストの高止

まりによる経営圧迫化 

➢ 肉用牛生産者の担い手が減少 

【林業水産課】 

➢ 林業就業者、有害鳥獣捕獲班員、

しいたけ生産者、漁業者の高齢

化により担い手が不足している 

➢ 素材生産が活発化する反面、伐

採後の再造林が課題 

➢ 平岩地区の藻場が回復傾向にあ

るがメンバーが高齢化している 

➢ カワウの増加によりアユ等への

食害が懸念される 
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■まちづくりの重点課題について 

４）生活環境分野 

時代の潮流、社会情勢の変化 

から見た課題 

団体アンケートによる課題

（R6.4～5） 

総合計画審議会 審議員アンケ

ートによる課題（R6.5～） 

市民ワークショップによる課題

（R5.10～R6.3） 

市民からの意見・提言による

課題（R6.5～6） 

市民意識調査・高校生アンケ

ート調査による課題（R5.8） 
課別課題（R5.12～R6.5） 

１．人口減少と少子高齢化の進行 

➢ 交通事故抑止 

➢ 消防団員の確保 

 

２．安全・安心に対する意識の高まり 

➢ 気象災害の頻発化・激甚化 

➢ 浸水被害の軽減 

➢ 地域防災力の向上 

➢ 防災意識の向上 

 

３．持続可能な社会の構築 

➢ エシカル消費の推進 

➢ 水道施設の耐震化 

➢ 持続可能な水道経営 

➢ 生活排水対策 

➢ 循環型社会の構築 

➢ 生物多様性の保全 

 

４．デジタル化の進展 

➢ デジタル技術を活用した避

難所運営 

➢ デジタル技術を活用した環

境データの可視化 

➢ 消費者トラブルの増加 

 

５．グローバル化の進展 

➢ 温室効果ガスの排出抑制 

 

６．ライフスタイルや価値観の多様化 

➢ 契約トラブルや特殊詐欺被

害 

 

７．厳しさを増す地方財政 

➢ 上下水道事業の経営安定化 

 

８．経済情勢の変化 

➢ 行政や地域主体の海岸

の清掃活動の情報が回

ってこず、うまく連携が

取れていないと感じる 

 

➢ 避難所設営が妊婦や小

さな子ども連れ世帯、高

齢者等の区別化ができ

るようになっているの

か 

 

➢ 市の自然をベースにし

た魅力の発信を活かし

きれていない 

 

➢ ごみ回収を有料化、ごみ

袋を記名式とし、その費

用でネットを被せるの

ではなく箱物の設置を

することでカラス対策

をしてほしい 

 

➢ 台風時の避難所につい

て、早めの避難なら良い

が天候が悪化してきた

ときに移動し避難する

には不適なところが多

く、再考の必要があると

感じている 

 

➢ ごみの分別がまだでき

ていない。環境への取組

を再考してほしい 

 

➢ 環境美化に意欲的な人

が少ない 

 

➢ 有名な海岸は綺麗だが、

あまり知られていない

海岸は汚れている 

 

➢ 処分される犬猫をなく

したい。避妊去勢や保護

活動の支援を日向市と

共に、いつでも気軽に寄

付できる場所やサイト

があるといい 

➢ 市街地でないところに

も街灯や明るい場所を

つくる 

 

➢ 不審者などの目撃情報

などが多発する時期も

あるので裏道などの暗

い道にも街灯をなるべ

く多く設置すると女性

も安心できるのではな

いか 

【環境政策課】 

➢ 直近の１人１日当たりの

ごみ排出量は増加してお

り、資源化率が下がってい

る 

➢ 家庭や事業者からの不適

正なごみの排出、不法投棄

が依然として見受けられ

る 

➢ クリーンアップ日向参加

者の高齢化が目立つ 

➢ 大量の海岸漂着物の撤去

がなされていない場所が

ある 

【市民課】 

➢ 通信販売や訪問販売のト

ラブルの相談、高齢者を狙

った悪質商法が後を絶た

ない 

➢ 墓地について、墓の跡継ぎ

がいない等の理由から無

縁化、適正管理ができなく

なる 

【消防本部】 

➢ 消防団員が減少傾向で特

に南部地区や東郷地区で

は団員確保が困難 

【下水道課】 

➢ 合併浄化槽の老朽化に伴

う更新への支援 

【下水道課、農業畜産課】 

➢ 人口減少に伴う使用料の

減少と老朽化対策費用増

大により経営環境が厳し

くなる 
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■まちづくりの重点課題について 

５）社会基盤分野 

時代の潮流、社会情勢の変化 

から見た課題 

団体アンケートによる課題

（R6.4～5） 

総合計画審議会 審議員アンケ

ートによる課題（R6.5～） 

市民ワークショップによる課題

（R5.10～R6.3） 

市民からの意見・提言による

課題（R6.5～6） 

市民意識調査・高校生アンケ

ート調査による課題（R5.8） 
課別課題（R5.12～R6.5） 

１．人口減少と少子高齢化の進行 

➢ 生活に必要な移動手段の確

保 

➢ 空き家問題 

➢ 都市機能の低下 

 

２．安全・安心に対する意識の高まり 

➢ 道路整備・橋梁の長寿命化 

➢ 災害に強い道路づくり 

➢ 住み続けられる住環境の整

備 

➢ 木造住宅の耐震化 

 

３．持続可能な社会の構築 

➢ 公共交通の維持確保 

➢ 持続可能な都市経営の実現 

➢ 公園施設の更新 

 

４．デジタル化の進展 

➢ デジタル基盤の整備と運用 

 

５．グローバル化の進展 

➢ デジタル分野（基盤整備）に

おける国際連携 

 

６．ライフスタイルや価値観の多様化 

➢ 自然と調和した景観の形成 

➢ 公園に対する住民ニーズの

多様化 

 

７．厳しさを増す地方財政 

➢ 公共施設の保有総量の抑制 

 

８．経済情勢の変化 

➢ デジタルを活用した地域課

題の解決 

➢ 住まいに問題を抱える

住宅確保要配慮者が増

加傾向にある 

 

➢ 民間賃貸住宅では住宅

確保要配慮者に対して

入居敬遠の傾向が見ら

れ、公営住宅についても

老朽化が著しく難しい 

 

➢ 空き家の増加によるコ

ミュニティの希薄化や

街の空洞化が進行して

いる 

➢ ぷらっとバスとＡＩを

利用したオンデマンド

化により自宅からバス

停まで歩くことが困難

な方が自宅から利用で

きる 

 

➢ 免許返納後の生活が不

安だが公共交通が不便 

 

➢ 空き家が多い 

 

➢ 市役所周辺の道路がガ

タガタしていて、車で通

っていてもきつい 

 

➢ 空き家の有効活用とし

て保護猫カフェへの改

装・運営や高齢者の認知

症抑制としてのコミュ

ニティ施設、海外からの

研修生や市内企業従業

員の貸家として活用し

てはどうか 

➢ 平岩地区は市街化調整

区域となっているが人

口減少の１つの要因と

なっているのでは 

 

➢ 農業従事者の高齢者も

あり、市街化調整区域の

見直しを今一度考えて

ほしい 

 

➢ もっとコンパクトな都

市設計を描き、効果的、

効率的なまちづくりを

してもらいたい 

【建設課】 

➢ 高齢化の進展等により、市

民協働による市道の維持管

理がより困難になってきて

いる 

【市街地整備課】 

➢ 老朽化している公園施設の

修繕・更新費用の増大 

➢ 公園・緑地の管理において、

高齢化や自治会（区）加入者

の減少により、地元区民に

よる維持管理が困難 

➢ 高齢化や後継者不足による

活動の継続が難しい景観ま

ちづくり活動団体がある 

【建築住宅課】 

➢ 市営住宅の老朽化が進んで

おり、改修工事の周期や耐

用年数を迎える住棟が多い 

➢ 市営住宅の空き住戸が多い 

➢ 適正に管理されていない空

き家の苦情が多い 

【林業水産課】 

➢ 地籍調査では土地所有者の

高齢化や土地の相続によ

り、所有地の現状を把握す

ることが年々難しくなって

きている 

【総合政策課】 

➢ 市民バス利用者がコロナ禍

前の利用者に戻っていない 

➢ 宮崎交通路線バス、JR九州

等の公共交通機関もコロナ

禍前の利用者に戻っていな

い 
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■まちづくりの重点課題について 

６）人権・市民協働分野 

時代の潮流、社会情勢の変化 

から見た課題 

団体アンケートによる課題

（R6.4～5） 

総合計画審議会 審議員アンケ

ートによる課題（R6.5～） 

市民ワークショップによる課題

（R5.10～R6.3） 

市民からの意見・提言による

課題（R6.5～6） 

市民意識調査・高校生アンケ

ート調査による課題（R5.8） 
課別課題（R5.12～R6.5） 

１．人口減少と少子高齢化の進行 

➢ 女性が活躍できる環境整備 

 

２．安全・安心に対する意識の高まり 

➢ ＤＶ対策の充実 

 

３．持続可能な社会の構築 

➢ 市民と行政、双方向の情報共

有 

➢ 自治会（区）加入率の低下 

➢ 担い手の固定化 

 

４．デジタル化の進展 

➢ デジタル・シティズンシップ

の推進 

➢ 情報発信手段の多様化 

➢ 自治体ＤＸの推進 

 

５．グローバル化の進展 

➢ 外国人材の受け入れ 

➢ 外国人との共生 

 

６．ライフスタイルや価値観の多様化 

➢ 人権問題への取組 

➢ 固定的な性別役割分担意識 

➢ 地域コミュニティの希薄化 

➢ 市民ニーズの複雑・多様化 

➢ 結婚や出産の希望の実現 

 

７．厳しさを増す地方財政 

➢ 社会保険制度の安定的な運

営 

➢ 産官学連携 

 

８．経済情勢の変化 

➢ 転入増加のための施策

を増やしてはどうか（都

城市のように大規模な

移住支援金の支給など） 

➢ 区加入率の低下、高齢化

から各区役員不足から

各区の解散が課題 

 

➢ 地区の活動（祭りや清掃

活動等）に子どもたちが

参加する環境づくりが

必要ではないか。地域と

の交流が減っていると

感じる 

 

➢ 移住支援の予算拡充 

➢ どんな市民活動が行わ

れているかを知ってい

る人が少ない 

 

➢ 市内でイベント開催が

多いが参加する市民が

少ない 

➢ 外国人就労特区を活用

し、人口増加，税収増加、

多民族、多様文化のリラ

ックスタウンを実現し

ては 

 

➢ 地域の課題は地域の中

で、市民による判断と責

任において解決してい

くための仕組みづくり

に取り組む必要がある

と思う 

➢ 地域の活性化に必要な

自治会（区）への支援体

制を強化し、集落機能の

持続か、安心安全な居住

環境の構築、市街地と中

山間地域の格差是正に

努めてほしい 

【地域コミュニティ課】 

➢ 人権・同和教育に関する市民向

け講演会について、参加者数の

伸び悩みや参加者層の固定化が

課題 

➢ ＤＶ被害相談件数が増加傾向 

➢ 日中関係の悪化やコロナ禍の影

響等により相互交流の機会が減

少しており、友好都市に対する

市民の関心が低下している 

➢ ひまわり塾参加者が少なく、参

加しやすい事業へと見直す必要

がある 

➢ 市民活動支援センターの登録団

体の高齢化等により、センター

の利用者数が年々減少してくる

ことが予想される 

【総務課】 

➢ 被爆体験講話の被爆体験者の高

齢化に伴い、長距離移動に伴う

講師の身体的負担等が課題 

➢ 被爆体験講話について、近年は

毎年２校ずつしか開催できず、

３年間で市内７中学校を一巡で

きない（中学校在学中に１回も

講話を聴くことができない）状

況があります。 

【総合政策課】 

➢ 女性が働きやすい職場環境の構

築、従業員の意識向上が課題 

➢ 移住者のフォローアップを強化

し移住者の定着促進を図る必要

がある 

【東郷地域振興課】 

➢ 地域を支える人材が不足するな

ど、機能維持が困難になりつつ

ある集落が増加 

【秘書広報課】 

➢ 市長と市民の座談会について、

若い世代の参加が少ない 
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